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ＪＡ阿波みよし広報誌 新 入 職 員 紹 介
4月より、JA阿波みよしに入った職員を紹介します。どうぞ宜しくお願いします！

❶集中力、忍耐力はあると思います。
❷何事にもチャレンジしていきたいで
す。

長原　純一  営農経済部 組合員サポート課
ながはら じゅんいち

❶自分のアピールポイント　❷これからの抱負

❶何事も真面目に、こつこつと！！
❷日々、学び楽しく仕事に励みたいで
す。

下原　涼子  金融共済部 共済業務課
しもはら りょうこ

❶新しい事への興味･好奇心とのみ込
みの早さ
❷持ち前の好奇心で色々な事にチャ
レンジして組合員の方や先輩職員
の皆と一緒にスキルアップしていき
たいです！

石井　真  三加茂支店 金融課
いしい しん

　組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、

書面にて当JAにお届けいただくことになっています。組合員資格に変動があった場合はお

手数ですが、当JA窓口で組合員資格変更手続きを行われますようお願い申し上げます

　組合員資格区分は農業者の正組合員と農業者以外の准組合員があります。正組合員は、

農業に1年のうち90日以上従事する人等が該当します。資格の詳細はJA窓口でご確認い

ただけます。また、組合員資格変更届の様式についてもJA窓口にご用意してあります。

　なお、組合員様が亡くなられた場合は、出資証券名義変更手続きが必要となります。

　手続きにつきましては、最寄りのJA窓口までお問い合わせください。

組 合 員 資 格 の 確 認 の お 願 い組 合 員 資 格 の 確 認 の お 願 い

ＪＡ阿波みよしのホームページのＱＲコードです。
随時更新していますので、チェックしてみて下さい。
ＪＡ阿波みよしのホームページのＱＲコードです。
随時更新していますので、チェックしてみて下さい。
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ご挨拶
　◎組合長挨拶
　◎第23回通常総代会
中期経営計画
県域合併JA構想
販売事業
　◎三加茂選果場
　◎山城事業所
ふれあい産直市　七夕祭り
いもち病防除情報
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農作業受託・堆肥散布支援のご案内
農業者年金
金融事業
　◎年金友の会グラウンドゴルフ
　◎融資
　◎移動店舗車の日程
共済事業
組合員の皆様にお知らせします。
　◎令和4年度新採用職員紹介
　◎組合員資格の確認のお願い
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組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
ま

し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
６
月
25
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
23
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し

て
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
４

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
定
計
画
書
等
を
ご

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
承
認
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
計
画
に
沿
っ
て
、Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
は
、
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

の
中
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
み
、
こ
れ
に
伴
う
耕
作
面
積
の
減
少
と
い

う
事
態
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
の
生
産
基

盤
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
阿

波
み
よ
し
で
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
を

策
定
し
、農
業
者
の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、

意
識
改
革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
具
体

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

的
な
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
後

継
者
不
足
や
、
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
労
働

力
の
減
少
や
、
長
引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
に

よ
る
収
益
悪
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
Ｊ
Ａ
の

経
営
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
令
和
３
年

10
月
に
県
内
の
９
Ｊ
Ａ
が
結
集
し
て
、
新
し

い「
県
域
合
併
Ｊ
Ａ
」と
し
て
令
和
６
年
４
月

１
日
の
発
足
に
向
け
て
各
部
会
・
作
業
部
会

を
中
心
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
９
Ｊ
Ａ
が
一
体
と

な
り
最
大
限
の
組
織
力
と
健
全
な
る
経
営
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に

は
、こ
の
新
Ｊ
Ａ
の
実
現
は「
経
営
基
盤
の
強

化
」「
健
全
な
経
営
収
支
」
を
実
践
す
る
為
の

方
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
は
、
一
段
と
厳
し
さ
を

ま
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
堅
実
な
経
営
基
盤
の
確

立
を
図
る
と
と
も
に
、
渉
外
活
動
を
中
心
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
6
月
25
日
、
三
好
市
池
田
総
合

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
第
23
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
可
能

な
限
り
書
面
出
席
を
依
頼
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
数
4
8
8

名
の
う
ち
、
4
3
6
名
が
出
席

（
書
面
出
席
4
2
4
名
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
西
組
合
長
の
挨
拶
で
は
農

業
・
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
議
長

の
丸
元
広
和
氏
に
よ
る
議
事
進
行

の
も
と
、
第
23
年
度
事
業
報
告
や

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
等
、
全
8
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
23
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

通
常
総
代
会
開
催

第23回

第
２３
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
23
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

の
件

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の

件定
款
の
一
部
変
更
の
件

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の

件令
和
4
年
産
米
、
麦
、
大
豆
、

そ
の
他
農
畜
産
物
の
各
種
奨
励

金
等
の
代
理
受
領
等
の
承
認
の

件理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項

報
告
１

報
告
２

第
23
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並

び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告

及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

（
剰
余
金
処
分
内
容
）

出
資
配
当
金
４
，
０
７
８
千
円
　
１
・
０
％

マ
で
あ
る
、「
持
続
可
能
な
農
業
・
地

域
共
生
の
未
来
づ
く
り
」を
踏
ま

え
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」

「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役

割
発
揮
の
実
現
」に
向
け
、農
業
者

の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、意
識
改

革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、組

合
員
や
地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
自
己
改
革
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、第
1
次
、第
2
次
中

期
経
営
計
画
の
基
本
的
な
理
念
を

引
き
継
ぎ
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
・

農
業
生
産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦
」「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
経

営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化
」に

加
え
て「
県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の

挑
戦
」を
重
点
実
践
目
標
に
定
め
、

第
3
次
中
期
経

営
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

業
の
維
持
保
全
や
食
農
教
育
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、農

産
物
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大（
直

接
販
売
等
の
体
制
を
強
化
し
、県
外

へ
の
産
地
P
R
活
動
・
消
費
地
で
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
）や
、農
産
物

直
売
所
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、現
在
実
施
し
て
い
る
S
N
S
を

活
用
し
た
生
産
品
・
加
工
品
の
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、産
直
市
に
付
帯
す
る

食
品
加
工
研
究
会
を
核
に
加
工
品

の
開
発
・
試
販
を
行
い
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
目
処
が
つ

い
た
商
材
を
産
直
市
か
ら
販
売
で
き

る
ロ
ッ
ト
と
品
質
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
行
い
、付
加
価
値
を
高
め
、農

業
生
産
の
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増

大
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、相
談
機
能
の
強
化
、生

産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
機

能
、支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、生

産
者
担
当
者
育
成
機
能
の
醸
成
に

よ
り
生
産
者
の
支
援
を
行
い
、予
約

購
買
推
進
に
よ
る
農
家
の
生
産
コ
ス

ト
低
減
、三
加
茂
選
果
場
を
中
心
に

集
出
荷
場
を
整
備
し
、大
規
模
ロ
ッ

ト
で
の
出
荷
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
配
送
拠
点
の
集
約
、仕

入
・
配
送
コ
ス
ト
の
見
直
し（
物
流
の

効
率
化
）等
に
よ
る
農
業
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献

　
S
N
S
・
対
面
を
通
じ
て
組
合
員

と
の
対
話
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も

に
、組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組
み
、正

組
合
員
・
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の

J
A
事
業
へ
の
参
加
・
参
画
を
促
進

し
、地
域
の
活
性
化
な
ら
び
に
組
織

基
盤
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
総
合
事
業
や
J
A
く

ら
し
の
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
多

様
な
組
織
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
J
A
」

に
対
す
る
醸
成
と
し
て
効
果
的
な
広

報
の
実
践
を
通
じ
、地
域
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取

り
組
み
、組
合
員
・
地
域
住
民
に
と
っ

て
必
要
と
さ
れ
続
け
る
組
織
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
と
呼
ば
れ

る
長
寿
社
会
に
対
応
し
、豊
か
な
老

後
生
活
を
お
く
る
た
め
に
資
産
運
用

が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。農
業
資
金
や
生
活
資

金
に
対
応
す
る
た
め
貸
出
専
任
渉
外

担
当
者
を
配
置
し
、今
の
生
活
よ
り

豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
農
」と
福
祉
の
連
携
と
し
て
、

「
農
業
・
農
村
に
お
け
る
課
題
」、「
福

祉（
障
が
い
者
等
）に
お
け
る
課
題
」、

双
方
の
課
題
解
決
と
利
益（
メ
リ
ッ

ト
）が
あ
る「
農
福
連
携
」を
強
化
し
、

農
業
の
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健

全
化

　
J
A
の
収
支
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、将
来
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、部
門
別
・
場
所
別
損

益
管
理
を
実
践
し
、事
業
や
経
営
上

の
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、自

ら
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、適
正
な
財

務
諸
表
作
成
や
経
営
の
健
全
性
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
確
立
・
向
上
、内
部
統
制
の

強
化
・
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。自
己

改
革
の
実
践
を
通
じ
て
事
業
モ
デ
ル

の
転
換
等
を
図
り
、す
べ
て
の
事
業

に
わ
た
る
効
率
化
や
生
産
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。効
率
化
に
あ
た
っ
て

は
事
業
機
能
の
強
化
に
留
意
し
、要

員
の
重
点
的
な
再
配
置
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、協
同
組
合
理
念
の
実

践
・
組
合
員
主
役
の
J
A
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
で
あ

る
と
と
も
に
、「
質
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い

事
業
」を
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成

を
め
ざ
し
、利
用
者
満
足
度
な
ど
の

各
種
調
査
結
果
を
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、職
員
の
資
質
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
4
）県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑

戦

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
の
集

約
に
よ
る
事
業
体
制
の
拡
充
・
強
化

を
図
り
、既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た

事
業
展
開
を
可
能
と
す
る
組
織
と

し
て
、環
境
・
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
経
営
資
源
や
経
営
基

盤
の
整
っ
た
県
域
合
併
J
A
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
当
J
A
は
、平
成
11
年
4
月
に
旧

三
好
郡
内
を
一
円
と
す
る
合
併
農
協

と
し
て
誕
生
し
、今
日
ま
で
地
域
農

業
の
振
興
と
地
域
に
密
着
し
た
事

業
展
開
に
取
り
組
み
、健
全
経
営
を

賢
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、農
業
・
J
A
を
め
ぐ
る
情

勢
変
化
は
著
し
く
、農
家
の
後
継
者

不
足
や
農
業
労
働
力
の
減
少
、組

合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、長

引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
事

業
収
益
の
圧
迫
、J
A
改
革
へ
の
対

応
な
ど
、環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、J
A

グ
ル
ー
プ
徳
島
で
は
令
和
3
年
12
月

に
開
催
し
た「
第
39
回
J
A
徳
島
大

会
」に
お
い
て
、向
こ
う
3
か
年
の
重

点
実
施
項
目
と
し
て
、①
持
続
的
な

「
農
業
振
興
」「
地
域
の
活
性
化
」、

②
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支

え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、③
組
織
基

盤
の
強
化
、④「
食
」「
農
」「
地
域
」

「
J
A
」に
対
す
る
理
解
の
醸
成
、⑤

県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑
戦
を

決
議
し
、地
域
農
業
の
振
興
と
J
A

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
J
A
グ

ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
J
A
に
お
い
て
は
、財
務

の
健
全
性
と
収
支
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、将
来
見
通
し（
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
分
析
）に

基
づ
く
目
標
利
益
の
設
定
、経
済
事

業
の
収
支
改
善
お
よ
び
金
融
店
舗
・

A
T
M
再
編
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、こ
の

度
、県
内
9
J
A
が
団
結
し「
組
合

員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

と「
地
域
農
業
の
活
性
化
」を
事
業

展
開
の
柱
と
し
た「
合
併
J
A
の
誕

生
」を
め
ざ
し
、合
併
協
議
会
を
発

足
さ
せ
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
合
併
に
お
い
て
は
、J
A
が

経
営
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、県
域
が
一
体
と
な
っ
て
最
大
限
の

合
併
効
果
を
発
揮
す
る「
新
た
な

J
A
」を
構
築
し
、一
層
の
事
業
運
営

体
制
の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、組
合

員
・
利
用
者
が
求
め
る
農
業
や
暮
ら

し
を
持
続
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。J
A
の
使
命

は
、組
合
員
・
農
業
者
の
所
得
増
大

と
農
業
生
産
の
拡
大
、多
様
化
し
た

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
で
す
。今
後
と
も
将

来
の
農
業
を
支
え
て
い
く
組
織
と
し

て
、立
ち
位
置
を
確
立
し
、組
合
員

の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
た
め
、徳
島
県
全
体
と
い
う
大
き

な
視
点
に
立
ち
、県
域
合
併
J
A
を

実
現
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
充
実

　
営
農
指
導
員
を
三
加
茂
選
果
場

に
集
約
し
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

で
、営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
機
能
を
充
実
し
ま
す
。ま

た
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、部
門
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
設
置

し
、個
別
支
援
、相
談
機
能
の
強
化

を
行
い
ま
す
。そ
し
て
、管
内
状
況

を
把
握
し
、生
産
者
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
、増
産
意
欲
の
あ

る
生
産
者
に
対
し
て
重
点
的
な
総

合
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、子
会

社
で
あ
る
J
A
ア
グ
リ
み
よ
し
㈱
に

よ
る
労
力
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
者
満
足
度
の
高
い
店
舗
の

構
築

　
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、安

心
を
届
け
、農
業
・
地
域
社
会
と
よ
り

広
く
・よ
り
深
く
繋
が
り
、安
心
と
満

足
の
提
供
が
出
来
る
店
舗
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、営
農
指
導
員
・

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
L
A
）・
各
種

渉
外
の
強
化
を
通
じ
た
出
向
く
体

制
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、新
た
な
生
活
様
式
と
し
て
対

面
・
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル
を
融
合
し
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

　
組
合
員
と
の
対
話
運
動
と
し
て

組
合
員
を
対
象
に
、日
常
的
な
事
業

利
用
・
訪
問
等
に
よ
る
対
面
お
よ
び

S
N
S
等
の
活
用
に
よ
る
非
対
面
に

お
い
て
、意
思
反
映
・
運
営
参
画
に
取

り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、新
規
就
農
者

や
雇
用
農
業
者
等
、農
業
振
興
の
主

人
公
で
あ
る
正
組
合
員
や
食
と
農
に

関
心
の
あ
る
地
域
住
民
等
、農
業
振

興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、学
校

給
食
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

を
使
用
す
る
こ
と
で
地
域
の「
食
」

「
農
」を
繋
げ
る
地
産
地
消
に
取
り

組
み
、関
係
団
体
を
通
じ
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
農
産
物
を
提
供
す
る
等
、地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
重
点
実
践
方
針

　
中
期
経
営
計
画
は
、組
合
員
と

J
A
阿
波
み
よ
し
が「
共
通
の
目

標
」を
共
有
し
、向
こ
う
3
か
年
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
に
第
2
次
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、10
年
ビ
ジ
ョ
ン「
あ

る
で
な
い
で
J
A
が
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
新
た
な
時
代
に
向
け
た

J
A
の
挑
戦
」を
め
ざ
し
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
へ

の
さ
ら
な
る
挑
戦
」「
地
域
の
活
性

化
へ
の
貢
献
」「
経
営
基
盤
の
強
化
と

経
営
健
全
化
」に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、農
業
分
野
に
お
い
て

福
祉
施
設
と
連
携
し
、野
菜
苗
の
栽

培
育
成
や
カ
ッ
ト
ネ
ギ
の
作
業
委
託

に
よ
る
農
福
連
携
、農
業
者
の
所
得

増
大
と
し
て
菜
の
花
の
バ
ラ
詰
め
出

荷
や
増
反
、農
作
業
無
料
職
業
紹

介
所
の
設
置
、農
産
物
の
県
内
向
け

P
R
活
動
、子
会
社（
J
A
ア
グ
リ

み
よ
し
㈱
）に
よ
る
草
刈
り
等
の
作

業
受
託
拡
大
を
通
じ
た
農
地
の
維

持
、食
品
加
工
研
究
会
の
設
置
な

ど
に
一
定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、金
融
店
舗
・
経
済
店
舗
の
集
約

や
移
動
型
金
融
店
舗
車（
よ
り
ぞ
う

号
）の
導
入
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S

や
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
策
定
・
実

施
、加
工
ネ
ギ
の
経
営
面
積
拡
大
、

農
産
物
直
売
所
に
お
け
る
生
産
者

売
上
高
の
目
標
達
成
、部
門
横
断
的

な
チ
ー
ム（
営
農
指
導
・
融
資
）に
よ

る
相
談
機
能
の
強
化
に
加
え
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
を
受
け
、県
外
向
け
の
P
R
活
動

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、栽
培
講
習
会
の

開
催
な
ど
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、第

39
回
J
A
徳
島
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

●
重
点
実
践
目
標

（
１
） 

農
業
者
の
所
得
増
大・農
業
生

産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦

　
J
A
の
使
命
で
あ
る「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
最
重
点
目
標
と
位
置
づ
け
、地
域

農
業
を
リ
ー
ド
す
る
生
産
販
売
農

家
や
農
村
・
地
域
農
業
を
支
え
る
多

様
な
農
家
が
相
互
に
連
携
・
補
完
し

合
い
、准
組
合
員
・
地
域
住
民
が
そ

れ
ら
の
応
援
団
と
な
っ
て
地
域
農
業

が
維
持
・
発
展
す
る
姿
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
販
売
農
家
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業
モ
デ
ル

を
展
開
し
、農
業
生
産
の
拡
大
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
費
者
・
実
需

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、農
業

者
の
所
得
増
大
を
図
り
、農
作
業
無

料
職
業
紹
介
所
の
機
能
強
化
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
中
山
間
地
農

経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化

県
域
合
併
Ｊ
Ａ
実
現
へ
の
挑
戦

令
和
4
年
6
月
25
日
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

令
和
4
年
度
か
ら
3
か
年
の「
中
期
経
営
計
画
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
次
中
期
経
営
計
画

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の

拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
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組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
ま

し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
６
月
25
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
23
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し

て
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
４

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
定
計
画
書
等
を
ご

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
承
認
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
計
画
に
沿
っ
て
、Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
は
、
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

の
中
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
み
、
こ
れ
に
伴
う
耕
作
面
積
の
減
少
と
い

う
事
態
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
の
生
産
基

盤
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
阿

波
み
よ
し
で
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
を

策
定
し
、農
業
者
の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、

意
識
改
革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
具
体

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

的
な
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
後

継
者
不
足
や
、
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
労
働

力
の
減
少
や
、
長
引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
に

よ
る
収
益
悪
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
Ｊ
Ａ
の

経
営
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
令
和
３
年

10
月
に
県
内
の
９
Ｊ
Ａ
が
結
集
し
て
、
新
し

い「
県
域
合
併
Ｊ
Ａ
」と
し
て
令
和
６
年
４
月

１
日
の
発
足
に
向
け
て
各
部
会
・
作
業
部
会

を
中
心
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
９
Ｊ
Ａ
が
一
体
と

な
り
最
大
限
の
組
織
力
と
健
全
な
る
経
営
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に

は
、こ
の
新
Ｊ
Ａ
の
実
現
は「
経
営
基
盤
の
強

化
」「
健
全
な
経
営
収
支
」
を
実
践
す
る
為
の

方
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
は
、
一
段
と
厳
し
さ
を

ま
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
堅
実
な
経
営
基
盤
の
確

立
を
図
る
と
と
も
に
、
渉
外
活
動
を
中
心
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
6
月
25
日
、
三
好
市
池
田
総
合

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
第
23
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
可
能

な
限
り
書
面
出
席
を
依
頼
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
数
4
8
8

名
の
う
ち
、
4
3
6
名
が
出
席

（
書
面
出
席
4
2
4
名
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
西
組
合
長
の
挨
拶
で
は
農

業
・
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
議
長

の
丸
元
広
和
氏
に
よ
る
議
事
進
行

の
も
と
、
第
23
年
度
事
業
報
告
や

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
等
、
全
8
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
23
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

通
常
総
代
会
開
催

第23回

第
２３
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
23
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

の
件

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の

件定
款
の
一
部
変
更
の
件

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の

件令
和
4
年
産
米
、
麦
、
大
豆
、

そ
の
他
農
畜
産
物
の
各
種
奨
励

金
等
の
代
理
受
領
等
の
承
認
の

件理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項

報
告
１

報
告
２

第
23
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並

び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告

及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

（
剰
余
金
処
分
内
容
）

出
資
配
当
金
４
，
０
７
８
千
円
　
１
・
０
％

マ
で
あ
る
、「
持
続
可
能
な
農
業
・
地

域
共
生
の
未
来
づ
く
り
」を
踏
ま

え
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」

「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役

割
発
揮
の
実
現
」に
向
け
、農
業
者

の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、意
識
改

革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、組

合
員
や
地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
自
己
改
革
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、第
1
次
、第
2
次
中

期
経
営
計
画
の
基
本
的
な
理
念
を

引
き
継
ぎ
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
・

農
業
生
産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦
」「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
経

営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化
」に

加
え
て「
県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の

挑
戦
」を
重
点
実
践
目
標
に
定
め
、

第
3
次
中
期
経

営
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

業
の
維
持
保
全
や
食
農
教
育
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、農

産
物
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大（
直

接
販
売
等
の
体
制
を
強
化
し
、県
外

へ
の
産
地
P
R
活
動
・
消
費
地
で
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
）や
、農
産
物

直
売
所
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、現
在
実
施
し
て
い
る
S
N
S
を

活
用
し
た
生
産
品
・
加
工
品
の
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、産
直
市
に
付
帯
す
る

食
品
加
工
研
究
会
を
核
に
加
工
品

の
開
発
・
試
販
を
行
い
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
目
処
が
つ

い
た
商
材
を
産
直
市
か
ら
販
売
で
き

る
ロ
ッ
ト
と
品
質
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
行
い
、付
加
価
値
を
高
め
、農

業
生
産
の
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増

大
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、相
談
機
能
の
強
化
、生

産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
機

能
、支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、生

産
者
担
当
者
育
成
機
能
の
醸
成
に

よ
り
生
産
者
の
支
援
を
行
い
、予
約

購
買
推
進
に
よ
る
農
家
の
生
産
コ
ス

ト
低
減
、三
加
茂
選
果
場
を
中
心
に

集
出
荷
場
を
整
備
し
、大
規
模
ロ
ッ

ト
で
の
出
荷
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
配
送
拠
点
の
集
約
、仕

入
・
配
送
コ
ス
ト
の
見
直
し（
物
流
の

効
率
化
）等
に
よ
る
農
業
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献

　
S
N
S
・
対
面
を
通
じ
て
組
合
員

と
の
対
話
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も

に
、組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組
み
、正

組
合
員
・
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の

J
A
事
業
へ
の
参
加
・
参
画
を
促
進

し
、地
域
の
活
性
化
な
ら
び
に
組
織

基
盤
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
総
合
事
業
や
J
A
く

ら
し
の
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
多

様
な
組
織
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
J
A
」

に
対
す
る
醸
成
と
し
て
効
果
的
な
広

報
の
実
践
を
通
じ
、地
域
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取

り
組
み
、組
合
員
・
地
域
住
民
に
と
っ

て
必
要
と
さ
れ
続
け
る
組
織
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
と
呼
ば
れ

る
長
寿
社
会
に
対
応
し
、豊
か
な
老

後
生
活
を
お
く
る
た
め
に
資
産
運
用

が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。農
業
資
金
や
生
活
資

金
に
対
応
す
る
た
め
貸
出
専
任
渉
外

担
当
者
を
配
置
し
、今
の
生
活
よ
り

豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
農
」と
福
祉
の
連
携
と
し
て
、

「
農
業
・
農
村
に
お
け
る
課
題
」、「
福

祉（
障
が
い
者
等
）に
お
け
る
課
題
」、

双
方
の
課
題
解
決
と
利
益（
メ
リ
ッ

ト
）が
あ
る「
農
福
連
携
」を
強
化
し
、

農
業
の
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健

全
化

　
J
A
の
収
支
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、将
来
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、部
門
別
・
場
所
別
損

益
管
理
を
実
践
し
、事
業
や
経
営
上

の
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、自

ら
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、適
正
な
財

務
諸
表
作
成
や
経
営
の
健
全
性
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
確
立
・
向
上
、内
部
統
制
の

強
化
・
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。自
己

改
革
の
実
践
を
通
じ
て
事
業
モ
デ
ル

の
転
換
等
を
図
り
、す
べ
て
の
事
業

に
わ
た
る
効
率
化
や
生
産
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。効
率
化
に
あ
た
っ
て

は
事
業
機
能
の
強
化
に
留
意
し
、要

員
の
重
点
的
な
再
配
置
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、協
同
組
合
理
念
の
実

践
・
組
合
員
主
役
の
J
A
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
で
あ

る
と
と
も
に
、「
質
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い

事
業
」を
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成

を
め
ざ
し
、利
用
者
満
足
度
な
ど
の

各
種
調
査
結
果
を
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、職
員
の
資
質
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
4
）県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑

戦

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
の
集

約
に
よ
る
事
業
体
制
の
拡
充
・
強
化

を
図
り
、既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た

事
業
展
開
を
可
能
と
す
る
組
織
と

し
て
、環
境
・
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
経
営
資
源
や
経
営
基

盤
の
整
っ
た
県
域
合
併
J
A
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
当
J
A
は
、平
成
11
年
4
月
に
旧

三
好
郡
内
を
一
円
と
す
る
合
併
農
協

と
し
て
誕
生
し
、今
日
ま
で
地
域
農

業
の
振
興
と
地
域
に
密
着
し
た
事

業
展
開
に
取
り
組
み
、健
全
経
営
を

賢
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、農
業
・
J
A
を
め
ぐ
る
情

勢
変
化
は
著
し
く
、農
家
の
後
継
者

不
足
や
農
業
労
働
力
の
減
少
、組

合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、長

引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
事

業
収
益
の
圧
迫
、J
A
改
革
へ
の
対

応
な
ど
、環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、J
A

グ
ル
ー
プ
徳
島
で
は
令
和
3
年
12
月

に
開
催
し
た「
第
39
回
J
A
徳
島
大

会
」に
お
い
て
、向
こ
う
3
か
年
の
重

点
実
施
項
目
と
し
て
、①
持
続
的
な

「
農
業
振
興
」「
地
域
の
活
性
化
」、

②
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支

え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、③
組
織
基

盤
の
強
化
、④「
食
」「
農
」「
地
域
」

「
J
A
」に
対
す
る
理
解
の
醸
成
、⑤

県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑
戦
を

決
議
し
、地
域
農
業
の
振
興
と
J
A

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
J
A
グ

ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
J
A
に
お
い
て
は
、財
務

の
健
全
性
と
収
支
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、将
来
見
通
し（
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
分
析
）に

基
づ
く
目
標
利
益
の
設
定
、経
済
事

業
の
収
支
改
善
お
よ
び
金
融
店
舗
・

A
T
M
再
編
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、こ
の

度
、県
内
9
J
A
が
団
結
し「
組
合

員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

と「
地
域
農
業
の
活
性
化
」を
事
業

展
開
の
柱
と
し
た「
合
併
J
A
の
誕

生
」を
め
ざ
し
、合
併
協
議
会
を
発

足
さ
せ
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
合
併
に
お
い
て
は
、J
A
が

経
営
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、県
域
が
一
体
と
な
っ
て
最
大
限
の

合
併
効
果
を
発
揮
す
る「
新
た
な

J
A
」を
構
築
し
、一
層
の
事
業
運
営

体
制
の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、組
合

員
・
利
用
者
が
求
め
る
農
業
や
暮
ら

し
を
持
続
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。J
A
の
使
命

は
、組
合
員
・
農
業
者
の
所
得
増
大

と
農
業
生
産
の
拡
大
、多
様
化
し
た

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
で
す
。今
後
と
も
将

来
の
農
業
を
支
え
て
い
く
組
織
と
し

て
、立
ち
位
置
を
確
立
し
、組
合
員

の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
た
め
、徳
島
県
全
体
と
い
う
大
き

な
視
点
に
立
ち
、県
域
合
併
J
A
を

実
現
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
充
実

　
営
農
指
導
員
を
三
加
茂
選
果
場

に
集
約
し
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

で
、営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
機
能
を
充
実
し
ま
す
。ま

た
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、部
門
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
設
置

し
、個
別
支
援
、相
談
機
能
の
強
化

を
行
い
ま
す
。そ
し
て
、管
内
状
況

を
把
握
し
、生
産
者
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
、増
産
意
欲
の
あ

る
生
産
者
に
対
し
て
重
点
的
な
総

合
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、子
会

社
で
あ
る
J
A
ア
グ
リ
み
よ
し
㈱
に

よ
る
労
力
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
者
満
足
度
の
高
い
店
舗
の

構
築

　
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、安

心
を
届
け
、農
業
・
地
域
社
会
と
よ
り

広
く
・よ
り
深
く
繋
が
り
、安
心
と
満

足
の
提
供
が
出
来
る
店
舗
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、営
農
指
導
員
・

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
L
A
）・
各
種

渉
外
の
強
化
を
通
じ
た
出
向
く
体

制
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、新
た
な
生
活
様
式
と
し
て
対

面
・
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル
を
融
合
し
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

　
組
合
員
と
の
対
話
運
動
と
し
て

組
合
員
を
対
象
に
、日
常
的
な
事
業

利
用
・
訪
問
等
に
よ
る
対
面
お
よ
び

S
N
S
等
の
活
用
に
よ
る
非
対
面
に

お
い
て
、意
思
反
映
・
運
営
参
画
に
取

り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、新
規
就
農
者

や
雇
用
農
業
者
等
、農
業
振
興
の
主

人
公
で
あ
る
正
組
合
員
や
食
と
農
に

関
心
の
あ
る
地
域
住
民
等
、農
業
振

興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、学
校

給
食
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

を
使
用
す
る
こ
と
で
地
域
の「
食
」

「
農
」を
繋
げ
る
地
産
地
消
に
取
り

組
み
、関
係
団
体
を
通
じ
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
農
産
物
を
提
供
す
る
等
、地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
重
点
実
践
方
針

　
中
期
経
営
計
画
は
、組
合
員
と

J
A
阿
波
み
よ
し
が「
共
通
の
目

標
」を
共
有
し
、向
こ
う
3
か
年
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
に
第
2
次
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、10
年
ビ
ジ
ョ
ン「
あ

る
で
な
い
で
J
A
が
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
新
た
な
時
代
に
向
け
た

J
A
の
挑
戦
」を
め
ざ
し
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
へ

の
さ
ら
な
る
挑
戦
」「
地
域
の
活
性

化
へ
の
貢
献
」「
経
営
基
盤
の
強
化
と

経
営
健
全
化
」に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、農
業
分
野
に
お
い
て

福
祉
施
設
と
連
携
し
、野
菜
苗
の
栽

培
育
成
や
カ
ッ
ト
ネ
ギ
の
作
業
委
託

に
よ
る
農
福
連
携
、農
業
者
の
所
得

増
大
と
し
て
菜
の
花
の
バ
ラ
詰
め
出

荷
や
増
反
、農
作
業
無
料
職
業
紹

介
所
の
設
置
、農
産
物
の
県
内
向
け

P
R
活
動
、子
会
社（
J
A
ア
グ
リ

み
よ
し
㈱
）に
よ
る
草
刈
り
等
の
作

業
受
託
拡
大
を
通
じ
た
農
地
の
維

持
、食
品
加
工
研
究
会
の
設
置
な

ど
に
一
定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、金
融
店
舗
・
経
済
店
舗
の
集
約

や
移
動
型
金
融
店
舗
車（
よ
り
ぞ
う

号
）の
導
入
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S

や
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
策
定
・
実

施
、加
工
ネ
ギ
の
経
営
面
積
拡
大
、

農
産
物
直
売
所
に
お
け
る
生
産
者

売
上
高
の
目
標
達
成
、部
門
横
断
的

な
チ
ー
ム（
営
農
指
導
・
融
資
）に
よ

る
相
談
機
能
の
強
化
に
加
え
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
を
受
け
、県
外
向
け
の
P
R
活
動

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、栽
培
講
習
会
の

開
催
な
ど
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、第

39
回
J
A
徳
島
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

●
重
点
実
践
目
標

（
１
） 

農
業
者
の
所
得
増
大・農
業
生

産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦

　
J
A
の
使
命
で
あ
る「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
最
重
点
目
標
と
位
置
づ
け
、地
域

農
業
を
リ
ー
ド
す
る
生
産
販
売
農

家
や
農
村
・
地
域
農
業
を
支
え
る
多

様
な
農
家
が
相
互
に
連
携
・
補
完
し

合
い
、准
組
合
員
・
地
域
住
民
が
そ

れ
ら
の
応
援
団
と
な
っ
て
地
域
農
業

が
維
持
・
発
展
す
る
姿
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
販
売
農
家
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業
モ
デ
ル

を
展
開
し
、農
業
生
産
の
拡
大
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
費
者
・
実
需

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、農
業

者
の
所
得
増
大
を
図
り
、農
作
業
無

料
職
業
紹
介
所
の
機
能
強
化
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
中
山
間
地
農

経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化

県
域
合
併
Ｊ
Ａ
実
現
へ
の
挑
戦

令
和
4
年
6
月
25
日
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

令
和
4
年
度
か
ら
3
か
年
の「
中
期
経
営
計
画
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
次
中
期
経
営
計
画

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の

拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
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組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
ま

し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
６
月
25
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
23
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し

て
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
４

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
定
計
画
書
等
を
ご

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
承
認
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
計
画
に
沿
っ
て
、Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
は
、
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

の
中
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
み
、
こ
れ
に
伴
う
耕
作
面
積
の
減
少
と
い

う
事
態
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
の
生
産
基

盤
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
阿

波
み
よ
し
で
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
を

策
定
し
、農
業
者
の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、

意
識
改
革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
具
体

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

的
な
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
後

継
者
不
足
や
、
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
労
働

力
の
減
少
や
、
長
引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
に

よ
る
収
益
悪
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
Ｊ
Ａ
の

経
営
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
令
和
３
年

10
月
に
県
内
の
９
Ｊ
Ａ
が
結
集
し
て
、
新
し

い「
県
域
合
併
Ｊ
Ａ
」と
し
て
令
和
６
年
４
月

１
日
の
発
足
に
向
け
て
各
部
会
・
作
業
部
会

を
中
心
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
９
Ｊ
Ａ
が
一
体
と

な
り
最
大
限
の
組
織
力
と
健
全
な
る
経
営
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に

は
、こ
の
新
Ｊ
Ａ
の
実
現
は「
経
営
基
盤
の
強

化
」「
健
全
な
経
営
収
支
」
を
実
践
す
る
為
の

方
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
は
、
一
段
と
厳
し
さ
を

ま
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
堅
実
な
経
営
基
盤
の
確

立
を
図
る
と
と
も
に
、
渉
外
活
動
を
中
心
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
6
月
25
日
、
三
好
市
池
田
総
合

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
第
23
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
可
能

な
限
り
書
面
出
席
を
依
頼
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
数
4
8
8

名
の
う
ち
、
4
3
6
名
が
出
席

（
書
面
出
席
4
2
4
名
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
西
組
合
長
の
挨
拶
で
は
農

業
・
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
議
長

の
丸
元
広
和
氏
に
よ
る
議
事
進
行

の
も
と
、
第
23
年
度
事
業
報
告
や

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
等
、
全
8
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
23
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

通
常
総
代
会
開
催

第23回

第
２３
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
23
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

の
件

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の

件定
款
の
一
部
変
更
の
件

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の

件令
和
4
年
産
米
、
麦
、
大
豆
、

そ
の
他
農
畜
産
物
の
各
種
奨
励

金
等
の
代
理
受
領
等
の
承
認
の

件理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項

報
告
１

報
告
２

第
23
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並

び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告

及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

（
剰
余
金
処
分
内
容
）

出
資
配
当
金
４
，
０
７
８
千
円
　
１
・
０
％

マ
で
あ
る
、「
持
続
可
能
な
農
業
・
地

域
共
生
の
未
来
づ
く
り
」を
踏
ま

え
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」

「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役

割
発
揮
の
実
現
」に
向
け
、農
業
者

の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、意
識
改

革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、組

合
員
や
地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
自
己
改
革
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、第
1
次
、第
2
次
中

期
経
営
計
画
の
基
本
的
な
理
念
を

引
き
継
ぎ
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
・

農
業
生
産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦
」「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
経

営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化
」に

加
え
て「
県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の

挑
戦
」を
重
点
実
践
目
標
に
定
め
、

第
3
次
中
期
経

営
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

業
の
維
持
保
全
や
食
農
教
育
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、農

産
物
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大（
直

接
販
売
等
の
体
制
を
強
化
し
、県
外

へ
の
産
地
P
R
活
動
・
消
費
地
で
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
）や
、農
産
物

直
売
所
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、現
在
実
施
し
て
い
る
S
N
S
を

活
用
し
た
生
産
品
・
加
工
品
の
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、産
直
市
に
付
帯
す
る

食
品
加
工
研
究
会
を
核
に
加
工
品

の
開
発
・
試
販
を
行
い
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
目
処
が
つ

い
た
商
材
を
産
直
市
か
ら
販
売
で
き

る
ロ
ッ
ト
と
品
質
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
行
い
、付
加
価
値
を
高
め
、農

業
生
産
の
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増

大
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、相
談
機
能
の
強
化
、生

産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
機

能
、支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、生

産
者
担
当
者
育
成
機
能
の
醸
成
に

よ
り
生
産
者
の
支
援
を
行
い
、予
約

購
買
推
進
に
よ
る
農
家
の
生
産
コ
ス

ト
低
減
、三
加
茂
選
果
場
を
中
心
に

集
出
荷
場
を
整
備
し
、大
規
模
ロ
ッ

ト
で
の
出
荷
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
配
送
拠
点
の
集
約
、仕

入
・
配
送
コ
ス
ト
の
見
直
し（
物
流
の

効
率
化
）等
に
よ
る
農
業
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献

　
S
N
S
・
対
面
を
通
じ
て
組
合
員

と
の
対
話
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も

に
、組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組
み
、正

組
合
員
・
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の

J
A
事
業
へ
の
参
加
・
参
画
を
促
進

し
、地
域
の
活
性
化
な
ら
び
に
組
織

基
盤
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
総
合
事
業
や
J
A
く

ら
し
の
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
多

様
な
組
織
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
J
A
」

に
対
す
る
醸
成
と
し
て
効
果
的
な
広

報
の
実
践
を
通
じ
、地
域
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取

り
組
み
、組
合
員
・
地
域
住
民
に
と
っ

て
必
要
と
さ
れ
続
け
る
組
織
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
と
呼
ば
れ

る
長
寿
社
会
に
対
応
し
、豊
か
な
老

後
生
活
を
お
く
る
た
め
に
資
産
運
用

が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。農
業
資
金
や
生
活
資

金
に
対
応
す
る
た
め
貸
出
専
任
渉
外

担
当
者
を
配
置
し
、今
の
生
活
よ
り

豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
農
」と
福
祉
の
連
携
と
し
て
、

「
農
業
・
農
村
に
お
け
る
課
題
」、「
福

祉（
障
が
い
者
等
）に
お
け
る
課
題
」、

双
方
の
課
題
解
決
と
利
益（
メ
リ
ッ

ト
）が
あ
る「
農
福
連
携
」を
強
化
し
、

農
業
の
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健

全
化

　
J
A
の
収
支
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、将
来
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、部
門
別
・
場
所
別
損

益
管
理
を
実
践
し
、事
業
や
経
営
上

の
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、自

ら
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、適
正
な
財

務
諸
表
作
成
や
経
営
の
健
全
性
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
確
立
・
向
上
、内
部
統
制
の

強
化
・
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。自
己

改
革
の
実
践
を
通
じ
て
事
業
モ
デ
ル

の
転
換
等
を
図
り
、す
べ
て
の
事
業

に
わ
た
る
効
率
化
や
生
産
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。効
率
化
に
あ
た
っ
て

は
事
業
機
能
の
強
化
に
留
意
し
、要

員
の
重
点
的
な
再
配
置
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、協
同
組
合
理
念
の
実

践
・
組
合
員
主
役
の
J
A
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
で
あ

る
と
と
も
に
、「
質
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い

事
業
」を
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成

を
め
ざ
し
、利
用
者
満
足
度
な
ど
の

各
種
調
査
結
果
を
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、職
員
の
資
質
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
4
）県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑

戦

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
の
集

約
に
よ
る
事
業
体
制
の
拡
充
・
強
化

を
図
り
、既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た

事
業
展
開
を
可
能
と
す
る
組
織
と

し
て
、環
境
・
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
経
営
資
源
や
経
営
基

盤
の
整
っ
た
県
域
合
併
J
A
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
当
J
A
は
、平
成
11
年
4
月
に
旧

三
好
郡
内
を
一
円
と
す
る
合
併
農
協

と
し
て
誕
生
し
、今
日
ま
で
地
域
農

業
の
振
興
と
地
域
に
密
着
し
た
事

業
展
開
に
取
り
組
み
、健
全
経
営
を

賢
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、農
業
・
J
A
を
め
ぐ
る
情

勢
変
化
は
著
し
く
、農
家
の
後
継
者

不
足
や
農
業
労
働
力
の
減
少
、組

合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、長

引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
事

業
収
益
の
圧
迫
、J
A
改
革
へ
の
対

応
な
ど
、環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、J
A

グ
ル
ー
プ
徳
島
で
は
令
和
3
年
12
月

に
開
催
し
た「
第
39
回
J
A
徳
島
大

会
」に
お
い
て
、向
こ
う
3
か
年
の
重

点
実
施
項
目
と
し
て
、①
持
続
的
な

「
農
業
振
興
」「
地
域
の
活
性
化
」、

②
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支

え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、③
組
織
基

盤
の
強
化
、④「
食
」「
農
」「
地
域
」

「
J
A
」に
対
す
る
理
解
の
醸
成
、⑤

県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑
戦
を

決
議
し
、地
域
農
業
の
振
興
と
J
A

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
J
A
グ

ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
J
A
に
お
い
て
は
、財
務

の
健
全
性
と
収
支
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、将
来
見
通
し（
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
分
析
）に

基
づ
く
目
標
利
益
の
設
定
、経
済
事

業
の
収
支
改
善
お
よ
び
金
融
店
舗
・

A
T
M
再
編
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、こ
の

度
、県
内
9
J
A
が
団
結
し「
組
合

員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

と「
地
域
農
業
の
活
性
化
」を
事
業

展
開
の
柱
と
し
た「
合
併
J
A
の
誕

生
」を
め
ざ
し
、合
併
協
議
会
を
発

足
さ
せ
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
合
併
に
お
い
て
は
、J
A
が

経
営
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、県
域
が
一
体
と
な
っ
て
最
大
限
の

合
併
効
果
を
発
揮
す
る「
新
た
な

J
A
」を
構
築
し
、一
層
の
事
業
運
営

体
制
の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、組
合

員
・
利
用
者
が
求
め
る
農
業
や
暮
ら

し
を
持
続
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。J
A
の
使
命

は
、組
合
員
・
農
業
者
の
所
得
増
大

と
農
業
生
産
の
拡
大
、多
様
化
し
た

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
で
す
。今
後
と
も
将

来
の
農
業
を
支
え
て
い
く
組
織
と
し

て
、立
ち
位
置
を
確
立
し
、組
合
員

の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
た
め
、徳
島
県
全
体
と
い
う
大
き

な
視
点
に
立
ち
、県
域
合
併
J
A
を

実
現
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
充
実

　
営
農
指
導
員
を
三
加
茂
選
果
場

に
集
約
し
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

で
、営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
機
能
を
充
実
し
ま
す
。ま

た
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、部
門
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
設
置

し
、個
別
支
援
、相
談
機
能
の
強
化

を
行
い
ま
す
。そ
し
て
、管
内
状
況

を
把
握
し
、生
産
者
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
、増
産
意
欲
の
あ

る
生
産
者
に
対
し
て
重
点
的
な
総

合
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、子
会

社
で
あ
る
J
A
ア
グ
リ
み
よ
し
㈱
に

よ
る
労
力
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
者
満
足
度
の
高
い
店
舗
の

構
築

　
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、安

心
を
届
け
、農
業
・
地
域
社
会
と
よ
り

広
く
・よ
り
深
く
繋
が
り
、安
心
と
満

足
の
提
供
が
出
来
る
店
舗
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、営
農
指
導
員
・

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
L
A
）・
各
種

渉
外
の
強
化
を
通
じ
た
出
向
く
体

制
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、新
た
な
生
活
様
式
と
し
て
対

面
・
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル
を
融
合
し
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

　
組
合
員
と
の
対
話
運
動
と
し
て

組
合
員
を
対
象
に
、日
常
的
な
事
業

利
用
・
訪
問
等
に
よ
る
対
面
お
よ
び

S
N
S
等
の
活
用
に
よ
る
非
対
面
に

お
い
て
、意
思
反
映
・
運
営
参
画
に
取

り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、新
規
就
農
者

や
雇
用
農
業
者
等
、農
業
振
興
の
主

人
公
で
あ
る
正
組
合
員
や
食
と
農
に

関
心
の
あ
る
地
域
住
民
等
、農
業
振

興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、学
校

給
食
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

を
使
用
す
る
こ
と
で
地
域
の「
食
」

「
農
」を
繋
げ
る
地
産
地
消
に
取
り

組
み
、関
係
団
体
を
通
じ
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
農
産
物
を
提
供
す
る
等
、地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
重
点
実
践
方
針

　
中
期
経
営
計
画
は
、組
合
員
と

J
A
阿
波
み
よ
し
が「
共
通
の
目

標
」を
共
有
し
、向
こ
う
3
か
年
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
に
第
2
次
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、10
年
ビ
ジ
ョ
ン「
あ

る
で
な
い
で
J
A
が
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
新
た
な
時
代
に
向
け
た

J
A
の
挑
戦
」を
め
ざ
し
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
へ

の
さ
ら
な
る
挑
戦
」「
地
域
の
活
性

化
へ
の
貢
献
」「
経
営
基
盤
の
強
化
と

経
営
健
全
化
」に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、農
業
分
野
に
お
い
て

福
祉
施
設
と
連
携
し
、野
菜
苗
の
栽

培
育
成
や
カ
ッ
ト
ネ
ギ
の
作
業
委
託

に
よ
る
農
福
連
携
、農
業
者
の
所
得

増
大
と
し
て
菜
の
花
の
バ
ラ
詰
め
出

荷
や
増
反
、農
作
業
無
料
職
業
紹

介
所
の
設
置
、農
産
物
の
県
内
向
け

P
R
活
動
、子
会
社（
J
A
ア
グ
リ

み
よ
し
㈱
）に
よ
る
草
刈
り
等
の
作

業
受
託
拡
大
を
通
じ
た
農
地
の
維

持
、食
品
加
工
研
究
会
の
設
置
な

ど
に
一
定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、金
融
店
舗
・
経
済
店
舗
の
集
約

や
移
動
型
金
融
店
舗
車（
よ
り
ぞ
う

号
）の
導
入
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S

や
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
策
定
・
実

施
、加
工
ネ
ギ
の
経
営
面
積
拡
大
、

農
産
物
直
売
所
に
お
け
る
生
産
者

売
上
高
の
目
標
達
成
、部
門
横
断
的

な
チ
ー
ム（
営
農
指
導
・
融
資
）に
よ

る
相
談
機
能
の
強
化
に
加
え
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
を
受
け
、県
外
向
け
の
P
R
活
動

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、栽
培
講
習
会
の

開
催
な
ど
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、第

39
回
J
A
徳
島
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

●
重
点
実
践
目
標

（
１
） 

農
業
者
の
所
得
増
大・農
業
生

産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦

　
J
A
の
使
命
で
あ
る「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
最
重
点
目
標
と
位
置
づ
け
、地
域

農
業
を
リ
ー
ド
す
る
生
産
販
売
農

家
や
農
村
・
地
域
農
業
を
支
え
る
多

様
な
農
家
が
相
互
に
連
携
・
補
完
し

合
い
、准
組
合
員
・
地
域
住
民
が
そ

れ
ら
の
応
援
団
と
な
っ
て
地
域
農
業

が
維
持
・
発
展
す
る
姿
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
販
売
農
家
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業
モ
デ
ル

を
展
開
し
、農
業
生
産
の
拡
大
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
費
者
・
実
需

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、農
業

者
の
所
得
増
大
を
図
り
、農
作
業
無

料
職
業
紹
介
所
の
機
能
強
化
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
中
山
間
地
農

経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化

県
域
合
併
Ｊ
Ａ
実
現
へ
の
挑
戦

令
和
4
年
6
月
25
日
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

令
和
4
年
度
か
ら
3
か
年
の「
中
期
経
営
計
画
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
次
中
期
経
営
計
画

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の

拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献



12

34

　
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
ま

し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
６
月
25
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
23
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し

て
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
令
和
４

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
定
計
画
書
等
を
ご

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
承
認
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
計
画
に
沿
っ
て
、Ｊ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
は
、
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

の
中
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が

進
み
、
こ
れ
に
伴
う
耕
作
面
積
の
減
少
と
い

う
事
態
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
の
生
産
基

盤
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
阿

波
み
よ
し
で
は
、
第
３
次
中
期
経
営
計
画
を

策
定
し
、農
業
者
の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、

意
識
改
革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
具
体

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

的
な
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
後

継
者
不
足
や
、
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
労
働

力
の
減
少
や
、
長
引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
に

よ
る
収
益
悪
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
Ｊ
Ａ
の

経
営
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
令
和
３
年

10
月
に
県
内
の
９
Ｊ
Ａ
が
結
集
し
て
、
新
し

い「
県
域
合
併
Ｊ
Ａ
」と
し
て
令
和
６
年
４
月

１
日
の
発
足
に
向
け
て
各
部
会
・
作
業
部
会

を
中
心
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
９
Ｊ
Ａ
が
一
体
と

な
り
最
大
限
の
組
織
力
と
健
全
な
る
経
営
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に

は
、こ
の
新
Ｊ
Ａ
の
実
現
は「
経
営
基
盤
の
強

化
」「
健
全
な
経
営
収
支
」
を
実
践
す
る
為
の

方
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
は
、
一
段
と
厳
し
さ
を

ま
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
堅
実
な
経
営
基
盤
の
確

立
を
図
る
と
と
も
に
、
渉
外
活
動
を
中
心
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
6
月
25
日
、
三
好
市
池
田
総
合

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
第
23
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
可
能

な
限
り
書
面
出
席
を
依
頼
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
総
代
数
4
8
8

名
の
う
ち
、
4
3
6
名
が
出
席

（
書
面
出
席
4
2
4
名
を
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
西
組
合
長
の
挨
拶
で
は
農

業
・
J
A
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
議
長

の
丸
元
広
和
氏
に
よ
る
議
事
進
行

の
も
と
、
第
23
年
度
事
業
報
告
や

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
等
、
全
8
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
23
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

通
常
総
代
会
開
催

第23回

第
２３
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
23
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

の
件

第
24
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の

件定
款
の
一
部
変
更
の
件

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の

件令
和
4
年
産
米
、
麦
、
大
豆
、

そ
の
他
農
畜
産
物
の
各
種
奨
励

金
等
の
代
理
受
領
等
の
承
認
の

件理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項

報
告
１

報
告
２

第
23
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並

び
に
会
計
監
査
人
の
監
査
報
告

及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

（
剰
余
金
処
分
内
容
）

出
資
配
当
金
４
，
０
７
８
千
円
　
１
・
０
％

マ
で
あ
る
、「
持
続
可
能
な
農
業
・
地

域
共
生
の
未
来
づ
く
り
」を
踏
ま

え
、「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」

「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役

割
発
揮
の
実
現
」に
向
け
、農
業
者

の
声
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、意
識
改

革
と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
己
改

革
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
業
振
興
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、組

合
員
や
地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
自
己
改
革
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、第
1
次
、第
2
次
中

期
経
営
計
画
の
基
本
的
な
理
念
を

引
き
継
ぎ
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
・

農
業
生
産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦
」「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
経

営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化
」に

加
え
て「
県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の

挑
戦
」を
重
点
実
践
目
標
に
定
め
、

第
3
次
中
期
経

営
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

業
の
維
持
保
全
や
食
農
教
育
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、農

産
物
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大（
直

接
販
売
等
の
体
制
を
強
化
し
、県
外

へ
の
産
地
P
R
活
動
・
消
費
地
で
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
）や
、農
産
物

直
売
所
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、現
在
実
施
し
て
い
る
S
N
S
を

活
用
し
た
生
産
品
・
加
工
品
の
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、産
直
市
に
付
帯
す
る

食
品
加
工
研
究
会
を
核
に
加
工
品

の
開
発
・
試
販
を
行
い
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
目
処
が
つ

い
た
商
材
を
産
直
市
か
ら
販
売
で
き

る
ロ
ッ
ト
と
品
質
を
確
保
す
る
取
り

組
み
を
行
い
、付
加
価
値
を
高
め
、農

業
生
産
の
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増

大
を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、相
談
機
能
の
強
化
、生

産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
機

能
、支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、生

産
者
担
当
者
育
成
機
能
の
醸
成
に

よ
り
生
産
者
の
支
援
を
行
い
、予
約

購
買
推
進
に
よ
る
農
家
の
生
産
コ
ス

ト
低
減
、三
加
茂
選
果
場
を
中
心
に

集
出
荷
場
を
整
備
し
、大
規
模
ロ
ッ

ト
で
の
出
荷
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
配
送
拠
点
の
集
約
、仕

入
・
配
送
コ
ス
ト
の
見
直
し（
物
流
の

効
率
化
）等
に
よ
る
農
業
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献

　
S
N
S
・
対
面
を
通
じ
て
組
合
員

と
の
対
話
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も

に
、組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組
み
、正

組
合
員
・
准
組
合
員
や
地
域
住
民
の

J
A
事
業
へ
の
参
加
・
参
画
を
促
進

し
、地
域
の
活
性
化
な
ら
び
に
組
織

基
盤
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
総
合
事
業
や
J
A
く

ら
し
の
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
多

様
な
組
織
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
食
」「
農
」「
地
域
」「
J
A
」

に
対
す
る
醸
成
と
し
て
効
果
的
な
広

報
の
実
践
を
通
じ
、地
域
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
取

り
組
み
、組
合
員
・
地
域
住
民
に
と
っ

て
必
要
と
さ
れ
続
け
る
組
織
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
と
呼
ば
れ

る
長
寿
社
会
に
対
応
し
、豊
か
な
老

後
生
活
を
お
く
る
た
め
に
資
産
運
用

が
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。農
業
資
金
や
生
活
資

金
に
対
応
す
る
た
め
貸
出
専
任
渉
外

担
当
者
を
配
置
し
、今
の
生
活
よ
り

豊
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
農
」と
福
祉
の
連
携
と
し
て
、

「
農
業
・
農
村
に
お
け
る
課
題
」、「
福

祉（
障
が
い
者
等
）に
お
け
る
課
題
」、

双
方
の
課
題
解
決
と
利
益（
メ
リ
ッ

ト
）が
あ
る「
農
福
連
携
」を
強
化
し
、

農
業
の
振
興
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健

全
化

　
J
A
の
収
支
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
中
、将
来
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、部
門
別
・
場
所
別
損

益
管
理
を
実
践
し
、事
業
や
経
営
上

の
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、自

ら
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、適
正
な
財

務
諸
表
作
成
や
経
営
の
健
全
性
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
確
立
・
向
上
、内
部
統
制
の

強
化
・
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。自
己

改
革
の
実
践
を
通
じ
て
事
業
モ
デ
ル

の
転
換
等
を
図
り
、す
べ
て
の
事
業

に
わ
た
る
効
率
化
や
生
産
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。効
率
化
に
あ
た
っ
て

は
事
業
機
能
の
強
化
に
留
意
し
、要

員
の
重
点
的
な
再
配
置
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、協
同
組
合
理
念
の
実

践
・
組
合
員
主
役
の
J
A
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
で
あ

る
と
と
も
に
、「
質
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い

事
業
」を
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成

を
め
ざ
し
、利
用
者
満
足
度
な
ど
の

各
種
調
査
結
果
を
職
員
間
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、職
員
の
資
質
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
4
）県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑

戦

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
の
集

約
に
よ
る
事
業
体
制
の
拡
充
・
強
化

を
図
り
、既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た

事
業
展
開
を
可
能
と
す
る
組
織
と

し
て
、環
境
・
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
経
営
資
源
や
経
営
基

盤
の
整
っ
た
県
域
合
併
J
A
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
当
J
A
は
、平
成
11
年
4
月
に
旧

三
好
郡
内
を
一
円
と
す
る
合
併
農
協

と
し
て
誕
生
し
、今
日
ま
で
地
域
農

業
の
振
興
と
地
域
に
密
着
し
た
事

業
展
開
に
取
り
組
み
、健
全
経
営
を

賢
持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、農
業
・
J
A
を
め
ぐ
る
情

勢
変
化
は
著
し
く
、農
家
の
後
継
者

不
足
や
農
業
労
働
力
の
減
少
、組

合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、長

引
く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
事

業
収
益
の
圧
迫
、J
A
改
革
へ
の
対

応
な
ど
、環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、J
A

グ
ル
ー
プ
徳
島
で
は
令
和
3
年
12
月

に
開
催
し
た「
第
39
回
J
A
徳
島
大

会
」に
お
い
て
、向
こ
う
3
か
年
の
重

点
実
施
項
目
と
し
て
、①
持
続
的
な

「
農
業
振
興
」「
地
域
の
活
性
化
」、

②
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支

え
る
経
営
基
盤
の
強
化
、③
組
織
基

盤
の
強
化
、④「
食
」「
農
」「
地
域
」

「
J
A
」に
対
す
る
理
解
の
醸
成
、⑤

県
域
合
併
J
A
実
現
へ
の
挑
戦
を

決
議
し
、地
域
農
業
の
振
興
と
J
A

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
J
A
グ

ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
J
A
に
お
い
て
は
、財
務

の
健
全
性
と
収
支
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、将
来
見
通
し（
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
分
析
）に

基
づ
く
目
標
利
益
の
設
定
、経
済
事

業
の
収
支
改
善
お
よ
び
金
融
店
舗
・

A
T
M
再
編
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、こ
の

度
、県
内
9
J
A
が
団
結
し「
組
合

員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

と「
地
域
農
業
の
活
性
化
」を
事
業

展
開
の
柱
と
し
た「
合
併
J
A
の
誕

生
」を
め
ざ
し
、合
併
協
議
会
を
発

足
さ
せ
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
合
併
に
お
い
て
は
、J
A
が

経
営
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ

り
、県
域
が
一
体
と
な
っ
て
最
大
限
の

合
併
効
果
を
発
揮
す
る「
新
た
な

J
A
」を
構
築
し
、一
層
の
事
業
運
営

体
制
の
拡
充
・
強
化
を
図
り
、組
合

員
・
利
用
者
が
求
め
る
農
業
や
暮
ら

し
を
持
続
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。J
A
の
使
命

は
、組
合
員
・
農
業
者
の
所
得
増
大

と
農
業
生
産
の
拡
大
、多
様
化
し
た

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
で
す
。今
後
と
も
将

来
の
農
業
を
支
え
て
い
く
組
織
と
し

て
、立
ち
位
置
を
確
立
し
、組
合
員

の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
た
め
、徳
島
県
全
体
と
い
う
大
き

な
視
点
に
立
ち
、県
域
合
併
J
A
を

実
現
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
充
実

　
営
農
指
導
員
を
三
加
茂
選
果
場

に
集
約
し
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

で
、営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
機
能
を
充
実
し
ま
す
。ま

た
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、部
門
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
設
置

し
、個
別
支
援
、相
談
機
能
の
強
化

を
行
い
ま
す
。そ
し
て
、管
内
状
況

を
把
握
し
、生
産
者
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
、増
産
意
欲
の
あ

る
生
産
者
に
対
し
て
重
点
的
な
総

合
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、子
会

社
で
あ
る
J
A
ア
グ
リ
み
よ
し
㈱
に

よ
る
労
力
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
利
用
者
満
足
度
の
高
い
店
舗
の

構
築

　
組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、安

心
を
届
け
、農
業
・
地
域
社
会
と
よ
り

広
く
・よ
り
深
く
繋
が
り
、安
心
と
満

足
の
提
供
が
出
来
る
店
舗
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、営
農
指
導
員
・

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
L
A
）・
各
種

渉
外
の
強
化
を
通
じ
た
出
向
く
体

制
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、新
た
な
生
活
様
式
と
し
て
対

面
・
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル
を
融
合
し
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

　
組
合
員
と
の
対
話
運
動
と
し
て

組
合
員
を
対
象
に
、日
常
的
な
事
業

利
用
・
訪
問
等
に
よ
る
対
面
お
よ
び

S
N
S
等
の
活
用
に
よ
る
非
対
面
に

お
い
て
、意
思
反
映
・
運
営
参
画
に
取

り
組
み
ま
す
。そ
し
て
、新
規
就
農
者

や
雇
用
農
業
者
等
、農
業
振
興
の
主

人
公
で
あ
る
正
組
合
員
や
食
と
農
に

関
心
の
あ
る
地
域
住
民
等
、農
業
振

興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、学
校

給
食
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物

を
使
用
す
る
こ
と
で
地
域
の「
食
」

「
農
」を
繋
げ
る
地
産
地
消
に
取
り

組
み
、関
係
団
体
を
通
じ
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
農
産
物
を
提
供
す
る
等
、地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
重
点
実
践
方
針

　
中
期
経
営
計
画
は
、組
合
員
と

J
A
阿
波
み
よ
し
が「
共
通
の
目

標
」を
共
有
し
、向
こ
う
3
か
年
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
に
第
2
次
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、10
年
ビ
ジ
ョ
ン「
あ

る
で
な
い
で
J
A
が
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
新
た
な
時
代
に
向
け
た

J
A
の
挑
戦
」を
め
ざ
し
、「
農
業
者

の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
へ

の
さ
ら
な
る
挑
戦
」「
地
域
の
活
性

化
へ
の
貢
献
」「
経
営
基
盤
の
強
化
と

経
営
健
全
化
」に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、農
業
分
野
に
お
い
て

福
祉
施
設
と
連
携
し
、野
菜
苗
の
栽

培
育
成
や
カ
ッ
ト
ネ
ギ
の
作
業
委
託

に
よ
る
農
福
連
携
、農
業
者
の
所
得

増
大
と
し
て
菜
の
花
の
バ
ラ
詰
め
出

荷
や
増
反
、農
作
業
無
料
職
業
紹

介
所
の
設
置
、農
産
物
の
県
内
向
け

P
R
活
動
、子
会
社（
J
A
ア
グ
リ

み
よ
し
㈱
）に
よ
る
草
刈
り
等
の
作

業
受
託
拡
大
を
通
じ
た
農
地
の
維

持
、食
品
加
工
研
究
会
の
設
置
な

ど
に
一
定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、金
融
店
舗
・
経
済
店
舗
の
集
約

や
移
動
型
金
融
店
舗
車（
よ
り
ぞ
う

号
）の
導
入
に
よ
る
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S

や
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
、

地
域
農
業
振
興
計
画
の
策
定
・
実

施
、加
工
ネ
ギ
の
経
営
面
積
拡
大
、

農
産
物
直
売
所
に
お
け
る
生
産
者

売
上
高
の
目
標
達
成
、部
門
横
断
的

な
チ
ー
ム（
営
農
指
導
・
融
資
）に
よ

る
相
談
機
能
の
強
化
に
加
え
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
を
受
け
、県
外
向
け
の
P
R
活
動

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、栽
培
講
習
会
の

開
催
な
ど
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

　
第
3
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、第

39
回
J
A
徳
島
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

●
重
点
実
践
目
標

（
１
） 

農
業
者
の
所
得
増
大・農
業
生

産
の
拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑

戦

　
J
A
の
使
命
で
あ
る「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
最
重
点
目
標
と
位
置
づ
け
、地
域

農
業
を
リ
ー
ド
す
る
生
産
販
売
農

家
や
農
村
・
地
域
農
業
を
支
え
る
多

様
な
農
家
が
相
互
に
連
携
・
補
完
し

合
い
、准
組
合
員
・
地
域
住
民
が
そ

れ
ら
の
応
援
団
と
な
っ
て
地
域
農
業

が
維
持
・
発
展
す
る
姿
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、生
産
販
売
農
家
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
事
業
モ
デ
ル

を
展
開
し
、農
業
生
産
の
拡
大
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
費
者
・
実
需

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、農
業

者
の
所
得
増
大
を
図
り
、農
作
業
無

料
職
業
紹
介
所
の
機
能
強
化
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
中
山
間
地
農

経
営
基
盤
の
強
化
と
経
営
健
全
化

県
域
合
併
Ｊ
Ａ
実
現
へ
の
挑
戦

令
和
4
年
6
月
25
日
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

令
和
4
年
度
か
ら
3
か
年
の「
中
期
経
営
計
画
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
次
中
期
経
営
計
画

農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の

拡
大
へ
の
さ
ら
な
る
挑
戦

地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献



　JAグループ徳島は、令和3年12月に開催した「第39回JA徳島大会」において、「持続可能な農業・地域共生の未来
づくり」をメインテーマに掲げ、3つの基本目標である「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の
実現に向け、5つの重点項目を決議し、地域農業の振興とJA経営基盤の確立・強化にJAグループの総力を挙げて取
り組みを進めています。
　また、県内の農業に目を向けますと、農業従事者の高齢化が進行し、担い手不足による農業人口の減少が続いて
おり、加えて、コロナウイルス感染症による農業・国内情勢への影響や、厳しさを増す金融情勢、JA改革への対応な
ど、環境は刻々と変化しており、これらに柔軟に対応できる安定した経営組織基盤を備えた、JAの構築がこれまで
以上に求められています。
　こうした状況を踏まえまして、この度、当JAを含む県内の9JAが団結し、「組合員・利用者へのサービスの向上」と
「地域農業の活性化」を事業展開の柱とした、合併JAの誕生をめざすこととなりました。
　この合併においては、JAが経営資源を集約することにより、県域が一体となって最大限の合併効果を発揮する
「新たなJA」を構築することで、一層の事業運営体制の拡充・強化を図り、組合員・利用者が求める農業や暮らしを
持続的に支えていくことを目的としています。
　今後、合併に向けた共通の課題への対応と、それぞれ管内の組合員・利用者の視点を第一に考えた組織・事業運営
のあり方について、協議を進めてまいりたいと考えております。
　以下、これまでに検討してきた現時点での内容をご案内いたします。皆さまには十分ご理解賜り、今後もJA運営
に格別のご高配を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

県域合併ＪＡ構想

県域合併JAのめざす姿

　県域合併JAは、「儲ける農業の実現」に向け施策を展開し、組合員皆さまの「収入アップ」「経費ダウン」に取り
組み、「所得の増大」の実現に向け取り組みます。
　県域合併JAは、強固な組織基盤を活かし県全体という大きな視点にたった事業展開により、既存の取り組み
を強化するとともに、これまで困難であった新たな事業を展開することにより、組合員皆さまの「収入アップ」
「経費ダウン」に向けた施策を最重点項目に位置付け取り組みます。

めざす姿❶　「儲ける農業の実現」
　組合員皆さまの所得増大は、JA組織の最大の使命です。

・意思決定機関：組合運営の中心は「組合員」であり、その意思を反映させる機関として総代会を開催し、組合員
の声を組合経営に取り入れていく体制とします。

・経営執行体制：組合員の意思を事業運営に反映させるため理事会制を採用し、組合の経営に対し責任を持ち、
組合員の声や地区の意見を反映する体制とします。

・地区の意思反映：地区運営委員会を設置し、地区の運営等について協議を行う場とします。

❷ 組合員の意思反映方式

・本店と支店等の連携により、県域全体の運営を行う「本店 - 支店制」を基本とします。
・地域特性を大事にし、地域に密着した運営ができる「地区機能」を併せ持ちます。
・「地域特性を尊重した運営」と「機能集約による合理的な経営」の2つのバランスのとれた組織をめざします。

❶ 本店 - 支店制の導入

　県域合併JAは、合併により管理部門、信用・共済部門などの効率化に取り組み、職員の再配置を行うことで、
営農指導をはじめとした「出向く体制」を充実します。
　また、専門性の高い営農指導員を育成・配置し、農業経営指導を含めた営農指導を実施し、さらに、販売事業や
信用事業に精通した職員との連携強化に取り組むことで、組合員皆さまの経営拡大に向けた様々な提案活動や総
合支援を行います。
　また、新規就農者を育成・支援する県域施策を整備することで、本県農業の将来を担う若手農業者を育成する
とともに、重点品目を増やし、産地強化に取り組みます。

めざす姿❷　「持続可能な農業の実現」
　営農指導をはじめ、販路拡大の支援や融資提案など、JAの総合力を
　活かし、持続可能な農業の実現に向けた、JAならではの総合支援に取り組みます。

　県域合併JAは、地域コミュニティの活性化のため、より正確な利用者ニーズの把握や、利用者の目線に立脚し
た事業を展開し、利用者の意思反映・運営参画の強化と、地域農業やJA活動への住民理解の醸成に取り組みま
す。
　また、地域に根差したJAとして、組合員・利用者の皆さまの利便性を向上するため、コールセンターの設置やパ
ソコン・スマートフォンから様々な商品を購入いただけるようなシステムを構築するなど、購買・店舗機能を強化し
ます。
　さらに、JAイベントや食農教育活動・生活活動などを通じて、地域住民や利用者との関係深化や次世代の仲間
づくりに取り組み、協同組合の輪を広げます。

めざす姿❸　「組合員の要望に応えるサービスの提供」
　県域合併 JAは、組合員皆さまの多様なニーズに応えるため、
　組合員の声を聞き、組合員目線でのサービスの提供に取り組みます。

県域合併JAの運営に関する方針

県域合併JAの基本事項（案）

総代制を採用し、定数は 700人、任期は３年とします。

・常勤理事を本店と各地区に配置します。
・役員数は正組合員数、事業量に応じて配分します。
・選出方法は、選任制を採用し、任期は３年とします。
・理事定数の過半数は、認定農業者・実践的能力者とします。
・女性枠・学識経験者枠を設けます。

令和６年４月１日とします。

定款変更合併（ＪＡ板野郡の定款を基準とする。）

毎年４月１日から翌年３月31日までとします。

合併組合で行っている全事業を承継します。

徳島県一円を区域とします。

本店を徳島市北佐古一番町（ＪＡ会館内）
支店・事業所は、合併組合の所在地に置きます。

名称　徳島県農業協同組合
愛称　公募も含め検討中です。

事　業

合併期日

出資１口金額は 1,000円、最高持口数は 5,000口とします。出資１口の金額、
最高持口数

総代会制度の採用

役　員

合併の方法

名称および愛称

事務所の所在地

地　区

事業年度

・農業を営む個人とします。
・１年のうち90日以上農業に従事する個人とします。
・農業を営む法人であり、事務所等が地区内にあるものとします。

正組合員資格

今後のスケジュール（予定）

合併予備契約の締結

主な内容

新JAの発足

令和5年1月

実施月

各JAで臨時総代会・合併総代会を同時開催し、合併の賛否を問う
法定・行政手続き等、各種の準備を実施

令和5年3月
～令和6年3月

令和6年4月
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・選出方法は、選任制を採用し、任期は３年とします。
・理事定数の過半数は、認定農業者・実践的能力者とします。
・女性枠・学識経験者枠を設けます。

令和６年４月１日とします。

定款変更合併（ＪＡ板野郡の定款を基準とする。）

毎年４月１日から翌年３月31日までとします。

合併組合で行っている全事業を承継します。

徳島県一円を区域とします。

本店を徳島市北佐古一番町（ＪＡ会館内）
支店・事業所は、合併組合の所在地に置きます。

名称　徳島県農業協同組合
愛称　公募も含め検討中です。

事　業

合併期日

出資１口金額は 1,000円、最高持口数は 5,000口とします。出資１口の金額、
最高持口数

総代会制度の採用

役　員

合併の方法

名称および愛称

事務所の所在地

地　区

事業年度

・農業を営む個人とします。
・１年のうち90日以上農業に従事する個人とします。
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　山城町花き生産組合では、黄金ヒバを中心にナルコユリ、シキビ、榊、ケイオウ桜、ウメモドキ、アスチルベな

ど花木類の生産出荷を行っております。組合員数は22名で、黄金ヒバ（約5ha）は主に関西、中国方面へ出荷を

しています。遠くは北海道、奈良の大仏殿から四国内の寺院でも取り扱いをされております。

　また季節物として、正月の白梅、紅梅、ひな祭りの桃の花、晩春のケイオウ桜、梅雨のアジサイ、冬場の南天な

ど保冷庫を活用して促成栽培、ふかし栽培により出荷の時期を調整することにより、有利販売に取り組んでい

ます。

　黄金ヒバに関しては、市場の需要は毎年増してきておりますが出荷数量が足りないのが現状です。

　JA阿波みよしでは、黄金ヒバを地元の名産品と位置付をし、当JA管内での新規担い手を募集し作付を推進

しております。

　令和3年度は三野町で1,000本の黄金ヒバの新植を行いました。

　山間部の他、平野部でも育成は可能であり苗を植え付けしてから、4年後には出荷が可能です。

　単価は平均して安定しており1反あたり1,000本の苗の植え付けで年間約4,000本の出荷が可能です。耕作放

棄地などを利用して新規栽培を推進致します。出荷期間は年中通してできますが、山間地は雪の影響により冬

場は出荷数量が極端に減少します。

　そこで、温暖な平野部での栽培により年間を通じて数量を確保することが今後の課題となっております。休

耕田とか耕作放棄地などでの栽培に対し興味がありましたら営農経済部までお問い合わせ下さい。

　渓谷の旬生産組合では、組合員数83名で、もみじ、柿の葉、松葉などの葉物類とツル紫、柚子花、ケイオウ

桜、白梅、春蘭など花物類をつまもの商品として関西方面を中心に出荷を行っています。

　また、山地を活かした多種多様な山菜類や栗、春物として人気なのが、こし油　フキノトウ、つくしや、わらび

ゼンマイ。畑作物としてサヤ大根、キクイモ、ノビル、テーブルクイン、隼人瓜など季節をとおして種類も豊富で

市場でも人気が高く需要も年々伸びてきています。

　主に山地が中心ですが平地でも作付けできる商品も多々あります。また、主力商品として盆商品の千成ひょう

たん、おもちゃ南京。正月用のウラジロなどは特に需要がありこれからも伸びていく商材です。

　県内には他JAで有名な「彩（いろどり）」があります。まだまだ販売数・販売高にはおよびませんが、追いつ

け追い越せの気持ちで生産者一同頑張って出荷をしています。

　新規生産者を募集してますので、休耕地などで栽培を始めてみようとお考えの方は営農経済部までお問合せ

下さい。

山城事業所について

　JAでは東みよし町から「令和４年度町単独水
稲育苗施設整備事業補助金」の支援を受けると
ともに、JA共済の地域貢献活動の一貫として行
われる地域・農業活性化助成金を併用し、最新
式の水稲育苗設備を導入し、JA自らの水稲苗育
苗を再開しました。
　これにより、本年から全体必要量の一部です
が自組合での育苗販売が可能となりました。
　本年度は当管内の必要量の１／３程度の育苗
実績ですが、次年度には、完全自組合育苗を行
い、苗育苗に必要となる一連の作業の労力軽減
やコストダウンを行い、管内水稲農家さんへの
安価な苗供給を実現しようと計画中です。
　水稲生産においては、ほとんどすべての段階で機械化が進んでいますが、苗育苗だけは手作業が必要な行程
が存在し、省力化では大規模農家においても課題が残るといわれていますが、今回導入した機材は、播種工程
の自動化とフォークリフトを使った発芽作業により、従来から相当技術が進んだ機材となっており、次年度にお
いては、さらに機材活用の習熟度向上に取り組みたいと考えています。

地域の土地利用の根幹となる水稲苗供給体制の強化

　管内の三好市、東みよし町では13の部会等が
あり約260名の生産者が年間を通じてブロッコ
リー、菜の花、葱などの葉菜類、夏秋なす、トマ
ト類、胡瓜などの果菜類や、夏秋いちご、柚子、
愛宕柿、はれひめなどの果実類をはじめ多様な
品種の生産、出荷販売をしています。
　県の特定産物として夏秋いちご、ブロッコ
リー、菌床椎茸、夏秋なす、などがあり管内東部
地区の代表作物になっています。
　近年、需要が伸びてきている菜の花には特に
力を入れており、作業の効率化、労力の軽減を
工夫し、高齢者でも作業のしやすい環境作りを掲げ、後作並びに休耕地の有効活用として、販売高の向上をめ
ざしており、菜の花栽培の新規生産者（担い手）を募集しております。
　また、山間部においては鳥獣被害が出ない出にくい作物として、ピーマン、シシトウ、唐辛子などの香辛料系
作物も奨励しています。単価も安定しており山間部の被害地区にはお勧めします。
　このほかにも源平芋や、高冷地でのハウス水耕栽培によるほうれん草などもあります。
　徳島西部の蔬菜類の発信地として、そして地元産の誇れる作物として、関西を中心に東海中国四国方面へ出
荷し各市場からの需要も伸びております。
　新規就農をお考えの方、次世代農業の担い手として頑張っていきませんか。
　営農経済部までお問い合わせ下さい。販売課、営農指導員が責任をもってご指導を致します。

三加茂選果場について

営農経済部販売課  TEL 87-7444
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防 除 情 報 令和4年度
ふれあい産直市

　令和4年7月3日（日）、JA阿波みよしふれあい産直市七夕祭りが開催されました。
　今回は新型コロナウイルス感染予防のため規模縮小での開催とさせていただきました。
　東みよし町内の児童施設にチラシを配布させていただいたこともあり、200名以上の子ども
たちが来てくださいました。近年は、お祭りが無かった為か、とても楽しそうでした。
　今回は、焼き鳥や焼きそば、みかん農園のみかんやジュースの販売の屋台だけでなく、ヨー
ヨー釣りやガラポン抽選会も開催いたしました。子どもたちをはじめ、多くの方に楽しんでい
ただけたと思っています。
　また、子どもたちの書いた短冊に「コロナが終束しますように」「みんなが元気でいられます
ように」といった自分自身の事だけではなく、多くの方々への願い事で、職員・スタッフ一同たく
さんの笑顔と元気をもらうことが出来ました。

令和4年度
ふれあい産直市

★いもち病について

【防除上注意すべきポイント】

水稲の「いもち病」に注意しましょう。
管内の広範囲で葉いもちの増加が予想されます。

・いもち病は育苗期から成熟期まで発生します。発病部位によって、育苗中～後期及び分げつ期の葉
いもち、出穂後の穂首いもちなどがあります。

・病原菌の菌糸や胞子が、被害わら・もみ等で越冬し、翌年、空気伝染して発病する。
・気温20～25℃の日が続き、湿度が高くなると感染します。
・曇雨天の日が続き、日照が少なく稲葉の濡れ時間が長くなると発生がが拡大します。
・窒素肥料の多用等により稲が軟弱になると抵抗力が弱くなり感染し易くなります。

・水田の置苗は、いもち病発生源になるため放置しない。
・水田の観察をして葉いもちの初発の確認に努め、発生初期に防除する。
・いもち病菌が稲の穂に侵入しやすいのは、出穂直後から出穂後14日ぐらいですので、この期間に
降雨が続く場合は、穂いもちの発生に注意が必要です。

・粒剤で防除する場合は、効果が表れるまで時間が掛かる為使用時期に注意すると共に、散布後少な
くとも3～4日間は湛水状態（水深3～5㎝）を保ち、散布後7日間は落水、かけ流しはしないでく
ださい。

使用農薬（例）

・本田において、葉いもち及穂いもちの発生が見込まれる場合（前年発症等）
　コラトップ粒剤
　（3～4㎏/10a　散布　葉いもち：初発10日前～初発時、穂いもち：出穂30～5日前/2回）
　コラトップジャンボP
　（小包装（パック）500～650g　葉いもち：初発20日前～初発時、穂いもち：出穂30日前～5日
前/2回）

・本田において、葉いもち及穂いもちの発生がある場合
　ブラシンフロアブル
　（希釈1000倍　60～100ℓ/10a　収穫7日前まで/2回）
　オリブライト250G（豆つぶ）
　（250g/10a　散布　葉いもち：初発10日前～10日後　穂いもち：出穂10日前/1回）

葉いもち症状 葉いもち症状拡大
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◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。
　国民年金　＋　農業者年金
◎こんな方が加入できます。
　①国民年金第1号被保険者　②年間60日以上農業に従事　③20歳以上60歳未満の方

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

◎保険料はいつでも変更できます。　月々2万円から6万7千円まで
◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。
◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等の青色申告者で35歳未満の人は10,000円（5割）補助

農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

２
０
２
２
年

１
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

４
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

５
月
１
日
以
降

☆上記農業者年金制度が 2022年から一部改正されました☆

加入の申し込みやご相談はＪＡ各支店または農業委員会までお問い合わせください。

〇35歳未満で要件を満たす通常加入の方の保険料納付下限額が2万円から1万円
に引き下げられます　　　　　　　　　　　　　　　　
※次の①～⑤のいずれにも該当しない方が対象
①　認定農業者かつ青色申告者
②　認定新規就農者かつ青色申告者
③　①または②の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または直系卑属
④　認定農業者または青色申告者
⑤　①または②以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

〇農業者年金の受給開始時期が選択できるようになります
※1957年4月2日以降に生まれた方が対象

・農業者老齢年金は、65歳以上75歳未満の間で受給時期を選択すること
ができるようになります。（裁定請求せずに75歳に達した場合は、75歳から年金を受給
することになります）

・特例付加年金は、受給要件を満たしていればいつでも受給時期を選択する
ことができるようになります。なお、農業者老齢年金とは異なり受給開始年齢の上限
はありません。

〇農業者年金の加入可能年齢の上限が引き上げられます

・農業者年金に加入できる年齢が、「20歳以上60歳未満」から「20歳以上65
歳未満」に引き上げられます。（ただし、国民年金加入者で農業に従事【年間60日以上】
している方に限ります）

農作業受託のご案内

※上記の基本料金は参考です。作業方法や作業条件により料金は変動いたします。
※変形田や湿田の場合は10～50％割り増しとなります。
※コンバイン作業での雑草が多い場合は10～20％割り増しとなります。
※機械運搬料（廻送料金）をいただく場合があります。
※圃場条件や日時により、お引き受けできない場合があります。

■お問い合わせ先
JAアグリみよし株式会社　東みよし町足代2735-1　TEL：79-3019

作業区分

耕 耘

代 か き

田 植

稲 刈 り

乾燥・籾すり

草 刈 り

単　位

10a

10a

10a

10a
30㎏
（1俵）

10a

備　　考基本料金
（参考）

12,000円～

13,000円～

12,000円～

24,000円～

1,200円～

7,000円～

圃場枚数割増料金、隅堀作業代は別途いた
だきます。

圃場枚数割増料金、手直し作業代は別途い
ただきます。

圃場枚数割増料金、ふち刈り作業代は別途
いただきます。

乾燥・籾すりのセット料金です。
作業場までの持ち込み料金です。

草丈や作業方法により金額が増減します。

堆肥散布支援のご案内

※堆肥を散布する事により、施肥改善（土作り）になります。
※日時については、圃場条件・天候により、変更して頂く場合があります。

■お問い合わせ先
営農経済部　TEL：87-7444

単　位

2トン

2トン

備　　考基本料金

8,000円～

10,000円～

圃場へ堆肥を1ヵ所降ろしです。

圃場へ堆肥を散布します。

作業区分

堆 肥 圃 場

堆 肥 散 布

組合員の皆様へ
　当JAでは、「しあわせ通信（広報誌）」を年2回（夏・冬）、「カレンダー」を年1回（冬）、組合員世
帯へお届けしておりますが、今後お届けがご不要の場合はお手数をおかけしますが最寄りの支
店までご連絡下さい。
※お名前とご住所、広報誌・カレンダー送付停止の旨をお伝え下さい。
三好支店　TEL：79-3122　　三加茂支店　TEL：82-2326　　池田支店　TEL：72-0139
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～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

２
０
２
２
年

１
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

４
月
１
日
以
降

２
０
２
２
年

５
月
１
日
以
降

☆上記農業者年金制度が 2022年から一部改正されました☆

加入の申し込みやご相談はＪＡ各支店または農業委員会までお問い合わせください。

〇35歳未満で要件を満たす通常加入の方の保険料納付下限額が2万円から1万円
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③　①または②の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者または直系卑属
④　認定農業者または青色申告者
⑤　①または②以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

〇農業者年金の受給開始時期が選択できるようになります
※1957年4月2日以降に生まれた方が対象

・農業者老齢年金は、65歳以上75歳未満の間で受給時期を選択すること
ができるようになります。（裁定請求せずに75歳に達した場合は、75歳から年金を受給
することになります）

・特例付加年金は、受給要件を満たしていればいつでも受給時期を選択する
ことができるようになります。なお、農業者老齢年金とは異なり受給開始年齢の上限
はありません。

〇農業者年金の加入可能年齢の上限が引き上げられます

・農業者年金に加入できる年齢が、「20歳以上60歳未満」から「20歳以上65
歳未満」に引き上げられます。（ただし、国民年金加入者で農業に従事【年間60日以上】
している方に限ります）

農作業受託のご案内

※上記の基本料金は参考です。作業方法や作業条件により料金は変動いたします。
※変形田や湿田の場合は10～50％割り増しとなります。
※コンバイン作業での雑草が多い場合は10～20％割り増しとなります。
※機械運搬料（廻送料金）をいただく場合があります。
※圃場条件や日時により、お引き受けできない場合があります。

■お問い合わせ先
JAアグリみよし株式会社　東みよし町足代2735-1　TEL：79-3019

作業区分

耕 耘

代 か き

田 植

稲 刈 り

乾燥・籾すり

草 刈 り

単　位

10a

10a

10a

10a
30㎏
（1俵）

10a

備　　考基本料金
（参考）

12,000円～

13,000円～

12,000円～

24,000円～

1,200円～

7,000円～

圃場枚数割増料金、隅堀作業代は別途いた
だきます。

圃場枚数割増料金、手直し作業代は別途い
ただきます。

圃場枚数割増料金、ふち刈り作業代は別途
いただきます。

乾燥・籾すりのセット料金です。
作業場までの持ち込み料金です。

草丈や作業方法により金額が増減します。

堆肥散布支援のご案内

※堆肥を散布する事により、施肥改善（土作り）になります。
※日時については、圃場条件・天候により、変更して頂く場合があります。

■お問い合わせ先
営農経済部　TEL：87-7444

単　位

2トン

2トン

備　　考基本料金

8,000円～

10,000円～

圃場へ堆肥を1ヵ所降ろしです。

圃場へ堆肥を散布します。

作業区分

堆 肥 圃 場

堆 肥 散 布

組合員の皆様へ
　当JAでは、「しあわせ通信（広報誌）」を年2回（夏・冬）、「カレンダー」を年1回（冬）、組合員世
帯へお届けしておりますが、今後お届けがご不要の場合はお手数をおかけしますが最寄りの支
店までご連絡下さい。
※お名前とご住所、広報誌・カレンダー送付停止の旨をお伝え下さい。
三好支店　TEL：79-3122　　三加茂支店　TEL：82-2326　　池田支店　TEL：72-0139
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グラウンド・ゴルフ大会
　令和4年5月26日（木）に、第２４回ＪＡバンク徳島年金友の会グラウンド・ゴルフ大会が吉野川
北岸グラウンドにて、開催されました。
　天候にも恵まれ、県内各JAで予選を勝ち抜いた約600名の選手の方々は、日頃の練習の成果を
それぞれに発揮されていました。
　男女各上位20位までが表彰され、ＪＡ阿波みよしの参加者より
　　男性の部　 １位･片山 孝司さん　 ７位･冨永 泰一さん
　　女性の部　16位･米本 一江さん  19位･片山 絹恵さん   20位･井堀 久美子さん
がそれぞれ入賞されました。次年度が大変楽しみな結果となりました。

iDeCo取扱い開始
　令和4年10月からJAでもiDeCo（イデコ・個人型確定拠出年金）の取扱いがはじまります。
詳しくは窓口までお問い合わせ下さい。

ローンの相談はJAへ
農業資金（アグリマイティー資金）

軽トラックや農機具の購入などに利用でき、農業者の方に大変有利なローンです。

マイカーローン
自動車やバイクの購入などにご利用いただけます。

住宅ローン
住宅の新築・住宅ローンの借換・中古住宅購入などに対応できます。
※現在お借入中のマイカーローン等を住宅ローンにおまとめすることが可能です。

その他ローン
・あらゆる教育資金に対応が可能な教育ローン
・お使いみちが自由なフリーローン
・さまざまな目的に対応が可能な多目的ローン
・住宅の増改築にはリフォームローン
・いざという時の出費にそなえるカードローン
適用金利等については各支店または金融業務課までお問い合わせ下さい。

移動金融店舗車（よりぞう号）の巡回日程を変更いたします。

毎月第1
毎月第2
毎月第3
毎月第4
毎月第5

月曜日
三野

三野

三野

火曜日

山城

山城
山城

水曜日
井川

井川

井川

木曜日

白地

白地
白地

金曜日
（予備日）
（予備日）
（予備日）
（予備日）
（予備日）

ライフアドバイザーが訪問させていただきますので
よろしくお願いいたします。

Ｊ 　 Ａ 　 共 　 済 　 か 　 ら 　 の 　 お 　 知 　 ら 　 せ
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JA阿波みよし
●編集／発行　阿波みよし農業協同組合　〒771-2501　徳島県三好郡東みよし町昼間1812番地
　　　　　　　TEL.0883-79-3121　FAX.0883-79-2649
●印　　　刷　株式会社 アイコー印刷

ＪＡ阿波みよし広報誌 新 入 職 員 紹 介
4月より、JA阿波みよしに入った職員を紹介します。どうぞ宜しくお願いします！

❶集中力、忍耐力はあると思います。
❷何事にもチャレンジしていきたいで
す。

長原　純一  営農経済部 組合員サポート課
ながはら じゅんいち

❶自分のアピールポイント　❷これからの抱負

❶何事も真面目に、こつこつと！！
❷日々、学び楽しく仕事に励みたいで
す。

下原　涼子  金融共済部 共済業務課
しもはら りょうこ

❶新しい事への興味･好奇心とのみ込
みの早さ
❷持ち前の好奇心で色々な事にチャ
レンジして組合員の方や先輩職員
の皆と一緒にスキルアップしていき
たいです！

石井　真  三加茂支店 金融課
いしい しん

　組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、

書面にて当JAにお届けいただくことになっています。組合員資格に変動があった場合はお

手数ですが、当JA窓口で組合員資格変更手続きを行われますようお願い申し上げます

　組合員資格区分は農業者の正組合員と農業者以外の准組合員があります。正組合員は、

農業に1年のうち90日以上従事する人等が該当します。資格の詳細はJA窓口でご確認い

ただけます。また、組合員資格変更届の様式についてもJA窓口にご用意してあります。

　なお、組合員様が亡くなられた場合は、出資証券名義変更手続きが必要となります。

　手続きにつきましては、最寄りのJA窓口までお問い合わせください。

組 合 員 資 格 の 確 認 の お 願 い組 合 員 資 格 の 確 認 の お 願 い

ＪＡ阿波みよしのホームページのＱＲコードです。
随時更新していますので、チェックしてみて下さい。
ＪＡ阿波みよしのホームページのＱＲコードです。
随時更新していますので、チェックしてみて下さい。
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